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令和 4年 6月 30日 

京丹後市 

 

「京丹後市脱炭素ロードマップ（案）」に対する意見募集の結果 

 

 京丹後市では、京丹後市脱炭素ロードマップ（案）に対する意見の募集を、令和 4 年 5 月  

27日から令和 4年 6月 17日まで行いました。その結果、5件の意見を頂きましたので、その

要旨と京丹後市の考え方を公表します。今後、頂いた意見を踏まえ、京丹後市脱炭素ロード

マップの策定作業を進めていくことといたします。 

 

１ 概要 

頂いた意見の要旨と京丹後市の考え方は別紙のとおりです。 

 

２ 今後の予定 

頂いた意見を踏まえ、令和 4 年 7 月中を目処に、当市脱炭素ロードマップの策定作業を進

めていくことといたします。 

 

 

 

【連絡先】 

連絡先：市民環境部 生活環境課 ゼロカーボン推進室 

住 所：〒627-0012 京丹後市峰山町杉谷 889番地 

電 話：0772-69-0240 

ＦＡＸ：0772-62-6716 

電子メール：kankyo@city.kyotango.lg.jp 

 

 
 

（関係報道資料） 

「京丹後市脱炭素ロードマップ（案）」に対する意見募集の実施 

（令和 4年 5月 26日発表） 
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別紙 

「京丹後市脱炭素ロードマップ（案）」に対する意見とそれに対する市の考え方 

 

（敬称等は略）  

項目 意見要旨 考え方 

＜ロードマップ（案）概

要版：10ページ＞ 

4-3．京丹後市の脱炭素

化の道筋 

「自然減」「省エネ」「再エネ」「森林吸収」ごとの 2050

年の数値目標の具体的な姿について、市民がぱっと見てわかる

よう、以下で例示するような主な取組みや目標の概要をマンガ

的に示してほしい。 

 

（例示） 

「自然減」…人口が○○人、事業者が○○となるので 

「省エネ」…全ての電気機器が省エネタイプに取替 

       ゴミのリサイクル率が○○％ 

「再エネ」…住宅の○○割りの屋根に太陽光パネルが設置 

       公共施設の全ての屋根には太陽光パネル 

       農地の○○が太陽光パネルに 

       風力発電が、市内に○○基 

「森 林」…森林の○○％が整備された森林に 

 

＜理由＞ 

専門的な内容で目標とそれに向けた手段がたくさん検討さ

れているが、市民からすると、数値目標を達成した将来の姿が

どうなっているのかわからないので、本当に実現できる内容な

のかどうかわからない。 

目標を達成するための手段はいろいろあると思うが、市民目

線で、「なんとか頑張ればできそう」、もしくは、「ここまで

しないと達成できない」ということが結果としてわかれば、「す

ごいことをしないと」という考え方にもなるのではと思う。 

2050年の数値目標の具体的な姿については、ロ

ードマップ（案）62ページからの「7.京丹後市の

脱炭素化に向けた将来ビジョン・取組」において、

脱炭素化に向けた将来ビジョンや絵姿、脱炭素化

を実現することでのメリット、また、実現に向け

た取組内容の具体例について、イラストも交えな

がら示しております。 

さらには、2025年、2030年、2050年までのそ

れぞれの期間において、分野・部門ごとの取組例

も具体的に示しているところです。 

 今後、本ロードマップの策定後には、市広報誌

への掲載、また、職員出前講座のメニューに加え

ることとしており、これらの機会に、ご意見いた

だいた市民にとってわかりやすい、かつ、市民の

考えや意識を変えられるような表現やイラストな

ども用いながら、市民の皆さんへの普及を図って

いく考えでおりますので、ご理解くださいますよ

うよろしくお願いします。 
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＜ロードマップ（案）：

33ページ＞ 

5－①．再生可能エネル

ギーの種類・ポテンシャ

ル 

京丹後市で想定される再生可能エネルギーの種類とポテン

シャルについて、太陽光発電と風力発電（小型～大型）のポテ

ンシャルが「◎」となっているが、どちらも主な課題に「環境

への影響」が明記されていないので明記すべき。 

（理由） 

いずれも製造や工事のプロセスにおいても環境に大きなダ

メージを与えている。特に風力発電では、現在持ち上がってい

る前田建設工業㈱と自然電力㈱の巨大風力発電設置事業計画

の配慮書からの推察、また、その他全国で起こっている巨大風

力発電事業によって発生している甚大な自然環境破壊が問題

となっている。発電設備の基礎工事がもたらす山の環境保全機

能の破壊、動物の移動に伴う農作物被害の増加、人工的な振動

が土壌微生物環境へ及ぼす影響、建設ヤードや作業道の建設に

伴う影響、残土処分に伴う影響などが特に挙げられる。よって、

ポテンシャルが高いとは言え、自然こそ資産であり、貴重な生

態系を有する京丹後市にとって、他国や自国で次々と発覚して

いる問題点を広く情報収集し、厳密に精査し、慎重に取り組ま

なければならないと考える。 

本ロードマップ（案）の推進にあたり、再生可

能エネルギーの導入などの開発を伴う事業を検討

していくうえでは、当該事業ごとの特性を踏まえ、

立地地域の生活環境、自然環境及び災害誘発等の

影響リスクを考慮したうえで、地域住民等の関係

者との合意形成を図りながら進めていくことを大

前提としております。 

このことは、ロードマップ（案）及びロードマ

ップ（案）概要版の表紙、また、ロードマップ（案）

の 32ページにも記載済みで、太陽光発電及び風力

発電（小型～大型）に限らず、再生可能エネルギ

ーの導入などの開発を伴う全ての事業を対象とし

ております。 

ご意見のありました「主な課題」につきまして

は、上記を踏まえて、事業特性に応じた環境への

影響を含む個別具体的な内容を記載しているとい

うことでご理解くださいますようよろしくお願い

します。 

＜ロードマップ（案）：

43ページ＞ 

5－③．太陽光発電の導

入検討：農地ポテンシャ

ルマップについて 

 

 

 

「土地利用データのうち、土地利用制限上、導入が望ましく

ないエリアを制限エリアとして除外したところ、大半が農地

（田）で谷筋（流域）に沿って広く分布している」とあるが、

谷筋も除外すべき。 

（理由） 

谷筋も豪雨などで災害に見舞われるのではないかという不

安要素があるため。 

 

谷筋（流域）においては、災害発生リスクの高

いエリアとして認識しております。 

ただし、全ての谷筋（流域）を一様に除外する

のではなく、立地地域ごとの特性に応じて導入の

可否を検討していくことが重要と考えますので、

ご理解くださいますようよろしくお願いします。 
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＜ロードマップ（案）：

48ページ＞ 

5－⑤．再生可能エネル

ギーの検討結果を踏まえ

た方向性について 

「特にポテンシャルが高い太陽光発電と風力発電について、

ゾーニングや導入ルールを地域で定め、地域の住民や環境と共

生・調和した地域主体のエネルギー導入を促進する」とあるが、

ここでいう「導入ルール」とは、京丹後市の条例を定めるとい

うことか？是非、条例を定めていただきたい。 

（理由） 

導入ルールについては具体性が無かったので危惧される事

項から、それらを回避するルール・条例を設けていただきたい。 

特に太陽光発電で発覚しているのが、事業主が転売や譲渡し、

さらにはそれが外国企業になってしまっている。また、外国企

業に土地を買われている。など、インフラを外国企業に掌握さ

れてはならない。日本国土を京丹後市で守っていただきたい。 

規模が小さくても全ての再生可能エネルギー事業の届け出を

定めるなど、国の定める基準より厳しいルール・条例を定めて

欲しい。 

太陽光パネルや風車の廃棄についても事業主の責任できち

んと行われるような条例。稼働中の環境影響も事業主が調査し

市へ報告、問題点は改善の義務の条例。 

 

再生可能エネルギーの推進にあたっては、導入

が検討されている事業地周辺の住民合意、周辺環

境にも配慮した事業計画となるよう、先行自治体

の事例も参考にしながら、現在、導入ルールの必

要性等についての検討を行っておりますので、ご

理解くださいますようよろしくお願します。 

 

＜ロードマップ（案）：

53ページ＞ 

6－②．脱炭素化シナリ

オの設定について 

C：省エネ・再エネバランスケースを支持する。 

（理由） 

A：なりゆきの社会（BAU）ケース、B：省エネ率先＋前倒し

ケース、D：再エネ優先ケースは賛成しかねるので。 

 

C：省エネ・再エネバランスケースを支持される

ということで、承知いたしました。 

 

 

 


